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はじめに
　2018年度より、新保育所保育指針が採用される。新保育所保育指針で大きく改定された一つ
に、幼児教育を行う施設として共有すべき事項の項目がある。「育みたい資質・能力」は、３点
挙げられ、「１知識及び技能の基礎。２思考力、判断力、表現力などの基礎。３学びに向かう力、
人間性等」が記されている。いわゆる10の姿である。
　もう一点大きな改訂は、従来の「乳児保育」に該当する３歳未満児が「乳児保育」「１歳以上
３歳未満児」に区分され、「１歳以上３歳未満児」の「ねらい及び内容」に５領域が導入された
点である。
　「保育の目標」では、「人間関係」は、「人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、そし
て人権を大切にする心を育むとともに、自主、自立及び協調の態度を養い、道徳性の芽生えを培
うこと」が記されている。しかし、「２歳児」は、認識の発達や身体能力の発達からみても、幼
児とは大きな違いがある。２歳児は自我が芽生え拡大・充実する時期であり、まだ「自分」を大
切にする時期である。充分「自分」を充実させたい時期である。その時期に「自主性」「協調性」
「きまり（規律や規範意識）・道徳性のめばえ」をどのように身に付けることが大切であるかを考
察したい。
　乳幼児期に育むそれらの力を、実際の保育の現場でどのように実践されているのか、そして現
在の保育現場での課題や今後の方向性などを考察したい。
　まず、幼稚園教育要額・保育所保育指針の中で、領域「人間関係」がどのように位置づけられ
指導されてきたかを考察し、「２歳児」の発達を概観し、求められる「２歳児」の「自主性」「き
まり」の指導の在り方を検討したい。
第１章　領域「人間関係」の位置づけ
1948年（昭和23）保育要領の制定
　戦後まもなく制定された「保育要領」は、1947年（昭和22）に「学校教育法」が成立し、そ
こに幼稚園が位置付き、小中学校の「学習指導要領」が作られたことから、幼児教育（幼稚園・
保育園・家庭）の手引書として「保育要領」が作成された。100ページにも及ぶもので、アメリ
カ教育使節団ヘファナンの指導の元、日本は倉橋惣三、坂元彦太郎、山下俊郎等が作成した。
「保育」の言葉にこだわり、また幼稚園・保育園を同格的な扱いをし、「幼児期には、他の時期と
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異なった特質があり、幼児特有の生活がある。そうした特質と合った、その心身の発達を助長す
る環境を用意することが、たいせつで、教育の目的や目標を達成しようとする場合、その出発点
となるのは子どもの興味や要求であり、その通路となるのは子どもの現実の生活である。といっ
た趣旨が全冊を一貫しています」（1）という内容であった。しかし、戦後の混乱期で、まだ大正15
年の「幼稚園令施行規則」の保育５項目（遊戯・唱歌・観察・談話・手技等）が浸透しており、
全国に研修に回ったが、理解はされても「実践することには距離があった」（2）。
1952年（昭和27）保育指針（厚生省刊行）
　保育所のみならず、他の児相福祉施設における保育のためのもの。児童福祉施設一般にわたる
保育の専門事項を取りまとめたもの。
1956年（昭和31）幼稚園教育要領の制定
　文部省は保育要領実施後の経験と、研究の結果に基づき、また現場の要望にこたえて、「幼稚
園教育要領」を作成した。幼稚園教育要領においては、教育内容を「健康」、「社会」、「自然」、
「言語」、「音楽リズム」、「絵画制作」の６領域に分類し、さらにその領域区分ごとに「幼児の発
達上の特質」およびそれぞれの内容領域において予想される「望ましい経験」を示した。しか
し、「せっかく幼児教育がクローズアップされてきたのに、先生は不足する、教育要領のうけと
め方がマチマチ、おまけに小学校的幼稚園が増えるはで、…略…６領域を教科的なものと解釈し
た人が多かったために、先生中心の保育になってしまったのです。」（3）という現実であった。
1964年（昭和39）幼稚園教育要領　改訂・1965年（昭和40）保育所保育指針　改定
　それまでの経験や研究の結果を生かして、教育課程の編成や指導計画の作成をよりいっそう適
切にするために「幼稚園教育要領」の改訂を行い、小・中・高校と同様、文部省告示をもってこ
れを公示し現在に至っている。教育内容は1956年と同じ「６領域」であった。幼稚園教育の独
自性について一層明確化し、幼稚園教育の基本的な考え方及び教育課程の編成の方針を示すな
ど、全面的な改訂が行われた。保育所保育指針は厚生省児童家庭局長通知であり、保育の内容に
ついて体系的にまとめた。保育が養護と教育が一体であることを明記し、６領域は幼稚園教育要
領と同一であり、より詳細に年齢ごとの保育内容を明記した。
1989年（平成元）幼稚園教育要領　改訂・1990年（平成２）保育所保育指針　改定
　６領域が５領域「健康」「人間関係」「環境」「言語」「表現」に改訂された。その主旨は、６領
域は小学校教育の教科に準じる誤解とされ、幼児特有の遊びを中心とした指導の中で身につけた
い力とすると考えられた。６領域の「社会」の内容が「人間関係」へ含まれた。それは「系統主
義から『環境による』教育への大転換である。⑴幼児の主体的な生活を中心に展開、⑵環境によ
る教育、⑶一人一人の発達の特性および個人差、⑷遊びを通しての総合的な指導を打ち出し
た。」（4）それは倉橋惣三の「生活を、生活で、生活へ」を再確認する内容であり、従来の教師主導
型、「従来の指導中心の保育の在り方を否定して『援助』という概念が使われていることは重大
な転換である」（5）としている。しかし現場では「指導」ではなく「援助」という認識の受け止め
方に幅があり、混乱を生じさせた。保育所保育指針においても５領域となり、「生命の保持」「情
緒の安定」に関わる事項が加わり、乳児保育の年齢区分が細分化された。
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1998年（平成10）幼稚園教育要領　改訂・1999年（平成11）保育所保育指針　改定
　前回（1989年）の改訂と５領域では変わらず、「幼稚園教育の基本」（幼児期にふさわしい生
活の展開・遊びを通しての指導・幼児一人一人の特性に応じる）の３点も変更が無い。しかし前
回の改定で混乱があった点（指導か援助か）を反省し、「教師の役割」の基本を押さえた。つま
り「幼児の精神的安定の拠り所の役割」「憧れを形成するモデルとしての役割」「幼児との共同共
鳴作業者」「幼児の理解者」「幼児の遊びの援助者」の５点にまとめられた。学校教育ではつめこ
み教育が反省され「総合的な学習の時間」が設置された。いわゆる「生きる力」の重視である。
また、「生きる力」の基礎となる心情・意欲・態度の育成をするために、遊びを通して自然体験
や社会体験などをすることの必要性が強調され、いわゆる「早期教育」が有害であると厳しく批
判した。保育所保育指針では、少子化対策としての子育て支援が強調され、虐待の対応なども求
められるようになった。
2008年（平成20）幼稚園教育要領　改訂・保育所保育指針　改定
　学校教育法が2007年（平成19）に改正された。そこには、「協同の精神並びに規範意識の芽生
え」「生命と思考力の芽生え」「相手の話を理解しようとする態度」「豊かな感性と想像力の芽生
え」が規定された。また、小中学校への連続性が強調され、発達や学びの連続性、家庭・幼稚園
の生活の連続の確保が記載された。幼稚園は小学校へつながる土台としての学校として、生きる
力の育成の一環に位置付けられた。領域「人間関係」では、協同して遊ぶ、自己を発揮し認めら
れる体験をし、自信を持って行動できるようにするが書かれている。また、保育所保育指針は、
初めて告示化され、保育所保育指針がより周知徹底されることを期待した。そして、虐待の増
加、子育て不安の増加、又少子化問題を背景にして、保護者支援や子育て支援が重視された。小
学校との連携は保育所でも求められ、「児童要録」が義務付けられた。
2017年（平成29）幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携型認定こども園教育・保育要領告示
　2018年度からの施行となる。大きな改訂点は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」
を記載したことである。それは、「健康な心と体・自立心・協同性・道徳性規範意識の芽生え・
社会生活との関わり・思考力の芽生え・自然との関わり生命尊重・数量や図形標識や文字などへ
の関心感覚・言葉による伝えあい・豊かな感性と表現」となっている。実に、人間関係や社会性
に関わる点は、「自立心・協同性・道徳性規範意識の芽生え・社会生活との関わり」の４つの姿
を含めている。そして保育所保育指針での大きな改訂は、「子どもの発達の姿の概要」が削除さ
れ、養護と教育（５領域）と区分していた書き方を、「乳児保育に関わるねらいと内容」（健やか
に伸び伸びと育つ・身近な人と気持ちが通じ合う・身近なものと関わり感性が育つ）「１歳以上
３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容」（５領域）「３歳以上児の保育に関わるねらい及び内
容」（５領域）と改定された。そして「人間関係では」幼稚園教育要領は全くの変更はなかった
が、保育所保育指針では、表現が少し変更のある項目があり、「外国人など、自分とは異なる文
化を持った人に親しみを持つ」項目が無くなったことである。これは幼稚園教育要領に合わせた
ともいえるが、必要な項目でありあえて削除する必要は無かったと考える。
　以上のように、幼稚園教育要領・保育所保育指針の改訂の変化を辿ると、社会的背景（人間関
係の希薄さ、少子化、社会規範を身に付ける等）に応じて変化していることが分かる。加えて詰
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め込み保育・やらせ保育を批判しつつもそれをせざるを得ないような保護者の要望や保育内容の
目標化が進んでいると考える。今回の１歳以上３歳未満児の保育に５領域が入ったことは、幼稚
園での２歳児保育の導入や幼児教育の義務教育化、及び乳幼児保育の保育料無料化の流れに対応
しているものと思われる。しかしいくら社会的要請があるといっても、１歳は１歳、２歳は２歳の
成長発達をしている。当然のことであるが年齢以上に引き上げようとしても、また年齢にふさわ
しくない量を教え込もうと思っても子どもの許容範囲は限られているし、かえって発達に躓きを
生じるのではないかと危惧する。子どもの成長発達のレベル及び生身の気持ちをしっかり把握し
て保育する必要がある。
　保育は常に目の前の子どもの気持ちを尊重しながら保育する必要があり、良かれと思って必要
以上の指導や関わりの保育をすると子どもの拒否反応や無反応を引き起こす。しかし、子どもは
環境に適応能力があるので、一見素直な、お利口さん、まとまってみえる集団であると、現在の
保育方法で良いと錯覚をしてしまう。毎日の保育の中で、真に必要な保育とは何かを常に振り返
りながら省察しながら、保育者は保育をする必要がある。真に子どもに必要な保育を探っていき
たい。次に子どもの発達段階を、２歳児を中心に概観する。
第２章　２歳児の発達の姿 
　　　　──「人間関係」を中心に──本来は自我を主張する賑やかなクラス
　９・10か月頃に形成される三項関係により、自分の思いを指さしで表せるようになる。そのた
めには、「自分の思いを持つ」ことと「伝えたい相手の存在」が大切である。その指さしに込めた
思いが表象機能の力によってイメージを持つ力となり「心の中が生まれる」（6）ことになり、それが
だだごねの主張の力になっていく。その心は「伝わる心」（7）と成長し、心の内面がふくらみ充実す
るのが２歳児である。２歳児は、依存しつつ自立へ向かう時期である。１歳半ごろにめばえた自
我が育ちつつ、揺れ動く時期である。自我の拡大や充実を十分保障することが２歳児の保育で大
切であり、「自分で・自分で」「自分が・自分が」という主張、一見困る自我の主張を十分保障し、
拡大充実させることが必要である。その保障が、心の内面がふくらみ充実することになる。
　また２歳児は、いろいろな事が分かり始め、自分でできる事も増えていき、自分に自信も少し
ずつ出来、自分に誇りを持ち、ノリが良い面も見せる。心も体も「できる」つもりになって活発
になってくる。歩く姿はしっかりしてきて時にはリズミカルに歩く事さえできる。友だち大好き
になり、短い時間なら２～３人のごっこ遊びが可能になる。それぞれ別の事を想像しながら、一
緒に砂場で「これごはん」と言って遊ぶ姿はほほえましい。落ち着いているときは、「あそぼー」
「入れてー」の言葉が言えるようになり、気持ちをほぼ言葉で表せるようになる。２歳児後半に
はおしゃべりが絶えなくなり、かみつみが減少してくる。そしてお互いに顔を見合わせ、「……
ねー」「……ねー」と友だち同士で共感し楽しむことが出来る。しかし、それも一瞬で、次には
けんかしていることもある。絶え間なく心も体も動いている時期である。
　２歳児は、表象機能が身に付き、自分なりのイメージが膨らみ「みたて」「つもり」「ごっこ」
遊びを楽しむようになる。一緒に絵本を楽しむことが出来、一緒が楽しい、隣同士で座ったり、
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同じおもちゃを使い、同じ柄の服を着ていることが分かると「同じ」が分かり、友だち大好きの
気持ちが芽生える時期でもある。ここに集団保育の良さがある。「動作」の共感から「つもり」
の共有ができる時期である。自我の拡大は、「○○したいのに」「○○でないといや」という「つ
もり」が明確になってくることでもある。自分の思いがはっきりしてくるので玩具の取り合い、
玩具の独り占めという事も生じる。そして自我を意識するがゆえに、認められることや褒められ
ることに敏感になり、「見てて！　見てて！」の大コールとなる。保育者は体が一つしかないの
で、その応対に困る。２歳児は、自我を主張し、また認めてほしい気持ちを訴えるので、クラス
内がざわつき騒々しくなるのは、２歳児の特徴であるといえる。
　また２歳児は葛藤が高まる時期でもある。自分はこうしたいのに上手く出来ない。そのつもり
を上手く言葉で言えない。そのために、だだをこねたり、手が出たり、噛みついたりする。噛み
つきは子どもの成長の現れである。現在保育の現場では、「かみつき」にとても神経をとがらせ、
噛みつきの未然防止に子どもを離したり、保育者がぴったりそばにいるという事もある。保護者
の理解や協力をもっと引き出す努力がしたいと考える。子ども同士のトラブルは、まず子どもの
気持ちを受け止め、そして、「○ちゃんの玩具が欲しかったの？」「○○ちゃんと一緒に座りた
かったの？」と、子どもの気持ちを代弁して、気持ちを言葉で表現出来ることを知るように保育
者が関わる必要を感じる。ただ、叱る、ただ「ごめんなない」を強要することは効果のない保育
の仕方と考える。友だちのようにやってみたい。でもできない。２歳前半では大胆に出来たの
に、２歳後半は出来なかったらどうしようと躊躇する。大人の支えが必要であり、大人を求める
心と自立しようとする心の葛藤が生じる。
　２歳児は、物の貸し借りのルールが分かってきて、「順番」や「一緒に使う」ことの言葉をま
ず知り、徐々にその中身が分かってくる。そこで、「きまり」や「規律」をどこまで指導するか
が論点となる。保育者は、もうわかっても良い時期だからと指導したくなる気持ちが生じる。し
かし、保育者が先走るのは厳禁であると考える。あくまでも、自分の思い、自我が尊重されてこ
そ、決まりを守り、順番を守り相手に譲るという気持ちが湧いてくる。その前提の「自我の尊
重」が必要である。また、「きまり」を守ることの意味や意義を分かるのは、３歳過ぎである。
ルールある遊びが成立するのは３歳過ぎである。２歳児は、少しずつ分かりかけて来た時であ
り、その時に「きまり」「規律」を強要することは、まだ理解できない子どもに無理やり教え込
むことになる。
　ルールを理解し始めるのが３歳（8）であり、ルールを理解し遊びを楽しめるのは４歳以降であ
る。筆者の経験でも、鬼ごっこなどのルールを理解し、鬼になっても交代することを理解して楽
しめるのは４歳以降である。２歳児では、鬼に捕まったら泣き出したり逃げることも上手くでき
ない。じゃんけんも理解できない。隠れることも上手くできない。２歳児では鬼役の保育者から
単に逃げるだけ又は追いかけられるだけを楽しんでいる。２歳児において、ルールやきまりをそ
の意味を理解し守ることはまだ難しく、ルールやきまりがあることがわかる程度である。
　また２歳児は、相手の気持ちをまだ憶測できない。有名な実験で、アンが箱に人形をしまって
部屋を出、その後サリーが箱から人形を出して別のかごに入れたら、戻ってきたアンは箱か、か
ごかどちらを探すかという質問で、３歳児は、あとのかごを指さす。箱を探すと当てることが出
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来るのは４歳児以降である。このように２・３歳児ではまだ相手の気持ちを予測することが難し
いのである。しかし、それは、毎日毎日の積み重ねで、喧嘩をしながら、あなたが順番を抜かし
たらお友達は悲しいよ、あなたがお友達のおもちゃをとったらお友達は悲しいよと言って繰り返
すと友達の気持ちが分かってくる。その丁寧な繰り返しが必要なのである。「思いやり」の気持
ちはどのように育まれるのか、２歳児の保育で、「お熱で散歩に行けない友達に、散歩先でお土産
の石を拾い、神社では元気になりますようにと自分ではなく友達の事を思いお願いする姿があっ
た。自己コントロールは、自分の思いを変えてもいいと感じるほどに大切な相手がいるからこ
そ、出来ることではないでしょうか」（9）の実践で思いやりの芽生えを感じる姿がある。２歳児は
まだまだ自分本位で、本当に相手の事を思いやるのはまだ難しく、保育者の日々の姿が反映され
る。だからこそ、保育の中で、毎日毎日の繰り返しの中でその姿が育っていくのは、保育者と子
ども達が作りだす環境であり、その中でじわじわと身に付く力であると考える。決して「思いや
り」を言葉で教え、押し付けるものではなく、自分が大切にされた土台の上に成り立つものであ
る。
　２歳児の姿は依存と自立の揺れ動きを体験しながら成長する時期である。それは、大人との受
容と共感の中で育つ姿であり、友達の存在を確認し、友達とのけんかやいざこざをとおしての関
わりから、相手の存在を知り、相手の気持ちを知り、自分の気持ちを確認することの繰り返しで
学んでいく。相手の気持ちを知り、自分の気持ちを知るには保育者が中に入って相互の気持ちを
代弁することによって、より明確になってくる。そこに集団保育の良さと保育者の役割がある。
子どもは自我を知り、自我を発揮して自立する。そのためには自我を受け止めるまわりの大人が
必要であり、友達の存在が必要である。そこに共感の楽しさ、心が通じた満足感や安心感を味わ
うことが出来、加えて相手への思い、かみついて悪かったなという気持ちが芽生えてくる。加藤
繁美氏は「すべての鍵は２歳児にあり」（10）と書いている。その理由は「自我形成に歪みを持ちな
がら成長を強いられる子どもが増加してる」状況の中で、２歳児の自我の拡大充実期にしっかり
自我が受け止められる心地よさを感じ、またそれを丁寧に大人から意味づけられて切り返される
経験を経て、自我と第二の自我がしっかり育つとしている。受け止められる経験、意味づけられ
て切り返される経験が十分無いと、自我だけ主張する「超わがままタイプ」や自我を出すことが
出来ない「超お利口さんタイプ」を育てることになるとしている。つまり自我が受け止められ、
切り返されることで「自我」と「第２の自我」（社会的知性）が育ち、４歳半からその二つの自我
が自分の中で対話する「自己内対話」の力となり、それが、「我慢する」「相談する」「順番を守
る」「譲る」という真の自己コントロール能力や自己抑制能力を育てるとしている。つまり、ま
ずは自我をしっかり受け止めて育てることとその自我が暴走しないように切り返すことが保育者
に求められていて、それが２歳児の時期に必要だとしている。
　自己コントロール能力とか自己抑制の力は、ただ我慢するとか諦めるのではなく、しっかりと
「自我を主張し受け止められた経験」（自我）と「自我を切り返された経験」（第２の自我）が自
己の中で対話する「自己内対話」の力である。つまりまず「自我」が充分育っているのが前提で
ある。「人間関係」の領域で求められる「自立」「協調性」「きまりを守る」は、２歳児の時期に、
しっかり「自我」を出し、受け止めてもらい、そして切り返してもらうことが前提である。もち
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ろん、その土台となる人間への信頼や愛着関係は０歳の時から育まれていることが前提である。
　現在、乳幼児期の保育や義務教育、高等教育を受けてきた若者に、「自立」「自主性」が乏しく
指示されたことは完璧に出来るが、どうしても評価や出来栄えを気にし、自分で考えて行動を起
こすことに躊躇する姿をみる。そして困っているのに、相談できない、自分の思いが分からない
という姿も見ることがある。「あなたの『自我』はどこに行ってしまったの」「あなたのアイデン
ティティは形成されているの」と心配になる姿もみる。反対に「自分が評価されていない」と感
じ、自暴自棄になり、それを人のせいにする姿もみる。筆者は、乳幼児期の自我形成が充分なさ
れてきていない結果の姿なのではないかと考える。
　乳幼児期の人格形成の基礎作りの時期に、「人間関係」の領域で「きまり・規範意識」をどの
ように育てるのかを次章以降で考察する。
第３章　領域「人間関係」で求められている保育内容
第１節　領域「人間関係」
　保育所保育指針（11）　第２章　保育の内容　　　（下線・注意書きは筆者）
１．乳児保育に関わるねらい及び内容
イ．身近な人と気持ちが通じ合う
　受動的・応答的な関わりの下で、何かを伝えようとする意欲や身近な大人との信頼感を育て、
人と関わる力の基礎を培う。……情緒の安定
２．１歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容
イ．人間関係
　他の人々と親しみ、支えあって生活するために、自立心を育て、人と関わる力を養う。
ねらい
　①保育所での生活を楽しみ、身近な人と関わる心地よさを感じる。
　②周囲の子ども等への興味や関心が高まり、関わりをもとうとする。
　③保育所の生活の仕方に慣れ、きまりの大切さに気付く。
内容
１　保育士等や周囲の子ども等との安定した関係の中で、共に過ごす心地よさを感じる。
  ……………………（情緒の安定）
２　保育士等の受容的・応答的な関わりの中で、欲求を適 切に満たし、安定感をもって過ごす。
  ……………………（情緒の安定）
３　身の回りに様々な人がいることに気づき、徐々に他の子どもと関わりをもって遊ぶ。
  …………………………（協調性）
４　保育士等の仲立ちにより、他の子どもとの関わり方を少しずつ身につける…………（協調性）
５　保育所の生活の仕方に慣れ、きまりがあることや、その大切さに気付く……（きまり）（規律）
６　生活や遊びの中で、年長児や保育士等の真似をしたり、ごっこ遊びを楽しんだりする。
  …………………（協調性・自立）
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内容の取扱い
１　保育士等との信頼関係に支えられて生活を確立するとともに、自分で何かをしようとする気
持ちが旺盛になる時期であることに鑑み、そのような子どもの気持ちを尊重し、温かく見守る
とともに、愛情豊かに、応答的に関わり、適切な援助を行うようすること。
２　思い通りにいかない場合等の子どもの不安定な感情の表出については、保育士等が受容的に
受け止めるとともに、そうした気持ちから立ち直る経験や感情をコントロールすることへの気
付き等につなげていけるように援助すること。
３　この時期は自己と他者との違いの認識がまだ充分ではないことから、子どもの自我の育ちを
見守るとともに、保育士等が仲立ちとなって、自分の気持ちを相手に伝えることや相手の気持
ちに気付くことの大切さなど、友達の気持ちや友達との関わり方を丁寧に伝えていくこと。
考察
　領域「人間関係」は、【他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、人と
関わる力を養う】ことを目標に「ねらい」と「内容」が具体的に書かれている。そして、「自立」
「協調性」「規律を守る」ことが目標になっている。
　保育所保育指針「１歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容」の「人間関係」では、
年齢に合った表現になっている。「人と関わる心地よさを感じる。」「周囲の子どもに関わりをも
とうとする。」「きまりの大切さに気付く。」の表現は１歳以上３歳未満の年齢に合った適切な表
現である。しかし、危惧するのは現場の保育者が深読みして、文面以上の事に力を入れる又は成
果を出そうとするところに危惧を感じる。例えば、「きまりの大切さに気付く」のが狙いである
のに「決まりを守る」「指示されたことは従う」事を子どもに求め、「お片づけを嫌がらずにす
る」、「順番を待つ」、「手を繋いで歩く」、「おしっこを漏らしたら叱られる」、「自分でやると言っ
てお茶をこぼしたら叱られる」保育がなされていることに危惧を感じる。２歳児で重要なのは、
一人一人の「自我」の育ちである。そして子どもはじっとしておれない者、動的で興味旺盛で言
う事を聞かない者、たくさん失敗しながら経験しながら成長していく者、そのようなこども観が
大切である。子どもをもっと信頼したい。一見、子どもがおとなしくてまとまって見えるのが良
い保育（保育者）ではなく、保育者に求心力があり、信頼関係を土台に心が引き寄せられる状態
が良い保育と考える。子どもの主体性を大事にしている保育でもある。
　第２章での検討にあるように「自我」の育ちは１歳半から生まれて、２歳３歳で確立する。２
歳児は「自我」の確立・充実・拡大の為に重要な年齢である。そして、その「自我」を受け止
め、認めてもらう大人との関係が重要である。まずは大人の「受容」が必要である。そのように
保育所保育指針にも書かれている。しかし保育現場は、１歳児・２歳児の保育者の配置基準は１
対６であり、１対１での受容は難しい。そこで集団保育としての良さを生かすために、子ども同
士の関係を認め合う関係にする事が求められている。実際の保育現場でこの点をどのように保育
で行っているか、次の第４章で考察する。
　また、保育所保育指針には「感情をコントロールすることへの気付き」が書かれている。気づ
きであるから、まだ感情をコントロールする必要はないのである。しかし現場ではそこを深読み
し、「我慢する」「待つ」ことが必要と考え保育する姿をみる。実際の保育現場でそのように工夫
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しながら保育が行われているのか、第４章で考察したい
　３歳以上の５領域「人間関係」では、「よいことや悪いことがあることに気付き、考えながら
行動する。」「友達との関わりを深め、思いやりをもつ。」「友達と楽しく生活する中できまりの大
切さに気付き、守ろうとする」「共同の遊具や用具を大切にし、皆で使う。」の項目が書かれてい
る。「協調性」「規律」「規範意識」を求める内容である。これらの項目は、何度も繰り返すが、２
歳児期に「自我」が大切にされ、「自分」を主張して受け入れられ、認められた安心感や満足感
があってこそ、心が外に向き、友達の心を理解し、思いやりや協力する姿になるのである。まず
「自分」が大切にされないで人を大切にできない。そして第４章で触れるが、ここにある３歳以
上の「思いやり」の気持ちの土台を子どもに持たせるにはどんな保育が良いか、２歳児の保育者
は工夫して保育している。
　「協調性」について、ある学生は、レポートに、「自分は今までの教育の中で、協調性を身に付
けてきたと思う。みんなと同じようにする。違っていることは良くない。みんなの意見に賛成し
同意するように教育を受けてきた。」と書いていた。そして「みんなと違う子が、叱られ、又い
じめを受けてきたと思う。」と書いていた。そのような教育がなされてきたのは、領域「人間関
係」の中で、幼稚園教育要領・保育所保育指針がねらっていたことであろうか。別の所では、
「みんな違って、みんな良い」とも言われているが、「違う」ことの良さはまだ浸透していない。
「協調性」「規律」を強調することは、「違う」ことを許さない社会を作りだすことになるのでは
ないだろうか。
第４章　「自立」「協調性」「規範意識」を育む保育とは
第１節　「自立」「協調性」「規範意識」の子どもの姿
　「自立」とは、自分の事は自分で行い、自分の力で思考し、自分の気持ちをきちんと主張し、
行動することである。広辞苑には「他の援助や支援を受けず自分の力で身を立てること」とか書
かれているが、乳幼児期の「自立は」たくさんの援助や支援を受けながら「自分で出来ること」
を増やし、「自分で考えること」を経験し、それを実行し表現できる嬉しさを感じることである。
そのためには、自我の育ちと自分の気持ちを受け止めてくれる大人や友達の存在が大切である。
また、共感や連帯の気持ちを育む集団形成も大切で、子どもは子どもの中でこそ人間関係を育
み、「自立」が形成される。「自立」の為には、それを受け止め、許容してくれる周りの大人の受
け止めが必要である。「それは危ない」、「それはしてはいけない」ではなく、子どもの失敗や試
行錯誤を認めてくれる大人や環境が必要である。そうしてこそ「自立」が育つと考える。
　「協調性」については、p.7, p.8にあるように「～人と関わる心地よさを感じる」「関わりをも
とうとする」が保育所保育指針に書かれている。「協調」について広辞苑では「性格や意見の異
なった者同士が互いに譲り合って調和を図ること」と書かれているが、２歳児では無理である。
その力は、たくさんの遊びや活動を通して、友達と遊ぶ面白さや楽しさ、友達と工夫し考え何度
も挑戦し完成した喜び、そのような実体験を得てこそ友達のすばらしさ、友達の魅力、友達それ
ぞれが持つ個性を感じることが出来る。それが友達と協力する力になる。
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　また、「自分が大切にされた」体験や、「自分が譲ってもらった」体験を通して友達への思いや
りが育つ。決して「協調性」や「思いやり」は、「こうすることが思いやりだよ」と上から教え
込むものではない。それは次の「規律」を守り「規範意識」を育てることにも共通する。
　「規律」「規範意識」については、p.7, p.8にあるように「きまりの大切さに気付く」と保育所
保育指針はしている。広辞苑で「規範」については、「のり、てほん、模範」と書かれている。
また「道徳性」については、「道徳の本質」「道徳法則にかなっていること」と書かれている。ち
なみに「道徳」は、「人のふみ行う道」「ある社会で、その成員の社会に対するあるいは成員相互
間の行為の善悪を判断する基準として一般に承認されている規範の総体」と書かれてある。子ど
もなりに、何が良くて何が悪いか、何を行い何をしてはいけないかという判断や行動力が求めら
れている。しかし、それは毎日毎日の行動を教える保護者や保育者の言動そのものが反映され
る。友達のおもちゃを取ることはどうしていけないのか、順番を守らないとどうしていけないの
か毎日毎日の繰り返しによって、子どもが納得し会得するまで丁寧に繰り返す必要がある。それ
は叱ることで身に付くことではなく、理解し納得することが必要なのである。
第２節　 「自立」「きまりの大切さに気付く」を育む保育とは……アンケート結果から、３歳未満
児を中心に
　１歳半から３歳未満児は、まず、生活の場面で自立することが多くなる。「着脱」「排泄」「食
事」など、自分で出来る場面が多くなり、それが誇りになり、また褒められ認められることによ
り、ますます「自立」の姿が見られるようになる。「自立」「自分で考える、自分で主張する」の
萌芽であり、それを充実させ拡大させる援助が必要である。しかし、現実の保育現場では、保育
者１人に対して子ども６人の集団であり、それぞれがそれぞれの「自我」を出すと保育者は受け
止めきれなくなり、「我慢させたり」「叱ったり」する場面が多くなってくる。保育者自身も、
「あー、また怒ってしまった」と葛藤を感じながらの保育になることが多い。保育現場で２歳児
担当の保育者にアンケートとインタビューを行った。愛知県内の公立・私立計４か園で行った。
就学前の年齢までいる園２か園と、乳児だけの乳児園が２か園である。２歳児クラス３か園。
１・２歳児合同クラス１か園の担任にアンケート・インタビューを行った。担任の経験年数は、２
年目から10年目の経験であり、すべて女性であった。クラスは、12人から16人までの子どもの
集団で、保育者は６対１で配置されている（非正規職員を含む）。他の所では、２歳児が20人30
人40人の規模で保育しているところもあると聞くが、今回はその集団規模の保育園のアンケー
トは実施出来なかった。
１．遊びについて
　一斉保育がほとんどの園と、一斉保育はほとんどなく自由保育の園と対照的であった。一斉保
育がほとんどの園では、朝の会（歌３曲・手遊び・絵本等）、おやつ（一斉に手洗い、排泄を行
い、机に向ったら手遊びをしていただきますをする）、その後は、製作・運動遊び・玩具で遊ぶ
など時間割が決まっていて、その時間割に沿って行われている。行う事が決まっているため、経
験の浅い保育者でも行うことが出来る。その都度子ども同士のトラブルはあまり見られず、子ど
もは保育者の指示によく従っているとのこと、また噛みつき等もない。保育室内の移動、建物の
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中の移動、例えば、同じ室内のトイレに行く、別室の遊戯室に行く場合も、列車のように、前の
子の服を持ち、列を作って移動している。また、散歩に行く時は散歩ロープを使用している園も
ある。そして散歩は危険が多いとし、散歩は事前の計画書の申請が必要で、かつ極力散歩は行か
ない園があった。つまり子ども達は散歩に出ず、１日中園内ですごし且つそれを毎日１年間繰り
返すのである。室内は常に、机と椅子が並べられ朝の会、おやつ、製作などはいつも机に向かっ
ている。また、歌を歌うときは立たせて歌わせ歌い終わったら椅子に座るように指示している。
２歳児はまだまだじっとしていることが難しい年齢である。興味があるときは集中できるがその
時間は短い。常に行動的で能動的である。何か見つけるとすぐに動こうとする。そんな年齢の子
ども達に長い時間椅子に座らせたり、歌を歌うときは直立して歌わせることはまだまだ年齢的に
は高いレベルを要求していると考える。
　玩具で遊ぶ時、ある園では、子どもが自由にさわり取り出す位置に玩具は配置されず、常に保
育者が棚から取り出し玩具の入ったかごを与えて遊んでいた。つまり子どもは自分で遊びを決め
ることが出来ない状態でいる。
　反対に一斉保育の少ない保育園では、子どもの自主性や自発性が尊重されている保育がなされ
ていた。同じように朝の会やおやつの時間はあるが、常に子どもの状態や興味関心のあるところ
を探りながら、把握しながら行っている。つまり子どもの状態によって、朝の会をしない時もあ
るし、絵本をじっくり読むこともある。あるいは子どもの意見を聞いて散歩に行きたいと言った
らその日に行くことも可能であり、散歩先も子どもと一緒に決めることもある。朝の会は、マッ
トに集まるようにし場所は指定しない。机を使うときはおやつと給食の時のみ、それ以外は机を
しまっている。製作の時は一斉ではなくグループで行い、机を出して行う。
　また玩具は子どもの取り出しやすい高さ、場所に置いてあり、コーナーも作られている。自分の
遊びたい玩具で自分のイメージでじっくり落ち着いて遊ぶ環境が作られ、また自分で玩具を片ずけ
ることもできている。毎日のように散歩に出かけ、子どもの探索を充分発揮できるようにしている。
２．子ども同士のいざこざについて
　２歳児で、子ども同士のいざこざはしょっちゅう起こることがその成長発達の段階であるが、
一斉保育の多い園では、ほとんどいざこざもかみつきも生じない保育がなされていた。それは自
我を充分出すことが保障されていないために、自分の思いを出さないでいるのが当たり前になっ
ているのではないかと懸念する。そして保育者の声掛けは、「今みんなは何しているかな」「今み
んなは何々しているよ」の声掛けが多いという。あるベテランの保育者は、「２歳児でうんと自
我を出しておかないと、３歳児になって自我を出すので集団がまとまらず、１人担任になるので子
どもも落ち着かない。保育者が多い２歳児でたくさん自我を出してほしい」と言っていた。
　また、ある園では２歳児の子どもに「思いやり」の力を付けたいと思い、「思いやり」の行為
が見られたらみんなの前で発表しご褒美シールを張ることにした。前述したが、２歳児ではまだ、
相手の気持ちを思うことは無理な年齢である。保育所保育指針には３歳以上の年齢で「人間関
係」に書かれている言葉である。しかし、「お友達に玩具を貸した」「お友達が泣いていたらなで
なでしてあげた」「お友達に手伝ってあげた」場合はシールを張ることにしたら、子どもが、「お
友達に玩具貸してあげたからシール貼ってもらえる？」と保育者に聞き、シールの為に行為をす
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る子が増えてこれで良いのかと疑問に思ったそうである。シールを張ってもらうために「思いや
り」をすることが、２歳児にどのような意味を持つのであろうか。「お友達嬉しそうだね」「どう
して嬉しいのかな」「友達悲しそうだね」「どうして悲しそうかな」など、相手の思いを丁寧に繰
り返して伝えることの方が大切である。
　反対に自我を出している園では、賑やかな保育で散歩に行く時なかなか友達と手を繋ぐことが
出来ず出発するのに30分ぐらいかかるという。それにはやはり工夫が必要である。誰と手を繋
ぐかあらかじめ子どもに心づもりを作るようなヒントを与えたりするとスムーズに出発できる園
もある。また充分自我が受け止められ子どもが周りを見る余裕が出来てくると、大人から言われ
なくても、玩具を「ハイ、ドーゾ」と渡すこともあるという。そんな時保育者は「貸してくれて
ありがとうね」と子どもに替わってお礼を言う。そうすると貸してくれた子どもは本当に嬉しそ
うな顔をするという。
３．給食の場面
　一斉保育の多い園では、給食を全員で「いただきます」をするため、早く座る子はしばらく待
つことになる。その間手遊びや絵本を見るのではなく、ただ待たせているのである。目の前に給
食が並んだ状態で２歳児の子ども達に待たせるのは大変厳しいことと考える。給食だけでなく、
子どもに待たせることが多い園であった。他にすることが無くても子ども達はふざけたり話した
りすることもなくじっと待つそうである。そうした待ち時間は子どもにとって楽しい時間であろ
うか。また食べ終わったときも、各テーブルごとで待つそうである。早く食べ終えた子が、隣で
食べている子を何もせずに待つのである。その理由は食べ終わって遊び始めるとそこに付く保育
者がいないのでテーブルごとに行動するとのことである。ちょっと近くで遊んでいる様子を見な
がらテーブルの子を食べさせる余裕はないのであろうか。他の園では、食べ終わったら各自ごち
そうさまをしていた。
　好き嫌いなく食べてほしいと願うのが保育者の願いであるが、子どもが好き嫌いがあるとき、
どこまで食べさせるか園によって違いがある。いや保育士の保育観の違いかもしれない。ある園
では、「一口は食べよう」という方針で、一口食べるまで待つそうである。それがどんなに遅く
なっても待つそうである。ある園では、無理には食べさせていないそうである。保育者は子ども
の好き嫌いを把握しているので、分量を加減し、子どもが食べると言ったらほんの少しよそう事
にしている。子どもが食べると言ったので、食べるそうである。
４．その他
　保育者の自由記述には次のように書かれていた。一斉保育の多い園では「全員が揃うまで待つ
等、子ども達を待たせることが多い。壁ぺったんであったり、椅子に座ってだったり、待つこと
を覚えることとどこまで待たせて大丈夫なのかの加減がわからない。要求すれば最初は泣いたり
動いたりするが、繰り返すと諦めて動かなくなる。製作活動が多く子どもにさせる活動が多い。」
と書かれていた。子どもの表情を尋ねると「笑顔が多く、とても子どもらしく、かわいい」と言
う。子どもはある面ではたくましく環境に順化すると考えられる。しかし、「イヤだ」「自分はし
たくない」「自分はこれがやりたい」という、感情を表に出すことなく、乳児期を過ごすことは
今後にどのような影響を与えるのであろうか。まだ、自宅に帰りわがままを出せる子どもは良い
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と考えられるが、今、「厳しくしつけてください」と言う親もいるという。そんな家庭では自分
を出すことが出来ないであろう。そのような子どもが大きくなったとき、自分の思いはあまり出
さず、大人の指示に従う子どもになり、そして、どうしても我慢が出来ない気持ちが自分より弱
い子どもを対象として「ブチ切れる」「いじめ」といて表れるのではないだろうか。そしてそれ
が、「煽り運転」や「クレーマー」に表れるのではないだろうか。相手の気持ちを尊重する。相
手の意見にきちんと耳を傾ける。相手の人権を尊重するという態度は、自分はそのように扱われ
ないと生じない気持ちやものの見方、態度ではないだろうか。
　一斉保育の少ない園では、「丁寧に子どもの思いや気持ちを受け止めてあげることが出来る今
の時期を大切にしていきたい」「子どものイヤイヤという思いは、子ども一人一人出し方が違う
ので、一緒に待っていたらいいのか、少し間をおいて声をかけたらいいのか、様子を見ながら子
どもが自分で考えて自分で行動できるようにそれぞれに合わせて配慮している。」「約束やきまり
を教える時、その子どもだけに問いかけるのではなく、周りの子も巻き込んで良いことかどうか
考えていけるようにしている。」「あそびや生活など様々な場面で子どもの発信を大切にしていま
す。子どもの発信を拾い、遊びを広げたり遊びの内容を一緒に考えていきます。子どもと共に保
育を作ることを大切にしています。きまりやルールは、なぜ守るのかを遊びを通して共に考える
ようにし、子ども自身が考え気づくことを大切にしています。」以上のコメントを頂いた。対比
的な文章である。
第３節　 「人間関係」の中で育みたいもの……それは自分が大切にされ、友だち大好き、友達を
大切にする感性
　本来「人間関係」の中で乳幼児期に身に付けるものは、「愛される満足感」「信頼される幸せ
感」「友達と遊ぶ充実感、達成感、そして悔しさや挑戦する気持ち」「喜怒哀楽を感じながらそれ
をより深い感性に育てる」であり、それが「人間関係」から学ぶものではないでしょうか。「人
間関係」のねらい「他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、人と関わる
力を養う」の意図はそこにあると思います。まずは、集団の中で、思いっきり遊ぶ、楽しく遊
ぶ、自分の力を出し切って、精力を集中して遊ぶ、「あー楽しい」「おっもしれー」とつい漏ら
す、そんな体験を友達と毎日繰り返す経験が「人間関係」ではないだろうか。
　「テレビで、アルベールビルの冬季オリンピック（1992年）の華やかな開会式が放映された日、
死刑志願の被告のことが取り上げられていました。憧れていた女子高校生から拒否され、殺害し
た罪を悔い、それを補う気持ちからの死刑志願ではなく、幼い頃から現在まで、誰からも愛され
ず、少年院を出るときも、親から引き取りを拒否されるなど、常に満たされない愛情飢餓の中で
育ち、どうでもよいから早く決着をつけたいという投げやりな気持ちからのもので、弁護士が
困っているというものでした。続いて取り上げられたのが、石垣島の中学生による同級生殺し、
さらに、豊中市の障害を持つ同級生を自殺に追い込んだ中学生のいじめです」（12）「問題の根っこ
の一つは、『互いに関係をもたない』『目立つと損』『本音は出さない』など、今日の社会的風潮
の影響のように思います。『わずらわしいかかわりはいや』『なるべくかかわりをもたないように
する』というライフ・スタイルのあり方が、人とのかかわりの中で育つはずの、人と共に在るこ
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との喜び、相手の立場や痛みへの共感性、そんな感度を鈍らせているのでしょう」（13）「人間関係」
で身に付けることは、まさに、自分が大切にされていることを実感する事、そしてまず「自分の
思い」を出すこと、そしてそれを聞いてもらい、認められることで、人に対する信頼感を持ち、
人間ていいな、人との関わりは大切だなと思う心ではないだろうか、それが、支え合いや自立へ
繋がるのではないだろうか。決して、「友達を大切に」「人には優しく」「みんなの為に我慢する」
「きまりを守る」「しつけ」を押し付ける「人間関係」ではあってはいけない。「幸福度調査で１
位がデンマークで90位が日本」（14）との調査結果のデンマークの保育は、「子どもは自分で学ぶ力
を持っている。それを信じ、手を出さずに遊びを見守ってあげれば、子どもは自分で物事を解決
する能力を手に入れる」（15）「子どもは退屈しなければならない」（16）としている。子どもの主体性
を重んじ、保育者は必要以上に手を出さない保育がなされている。ここには、子どもの今を尊重
し、子どもが力を出し切って遊ぶことを「認める保育」がなされていると考える。それこそが
「人間関係」が豊かに育まれる保育環境ではないだろうか。
おわりに
　２歳児は自我を拡大し充実させるときである。保育所保育指針に書かれている１歳以上３歳ま
での保育内容は、そのまま文面通りに受け取ることが大切である。忖度して先読みし、３歳以上
に書かれている保育内容を２歳児に降ろさないことが重要である。２歳児には２歳児の時しか経
験できない、だだごねや自己主張の時期を充分発揮させ、友達と楽しい遊びを夢中でする体験こ
そが必要なのである。楽しい遊びは、「子どもの発達が動く原動力」（17）になり、やる気を引き出
し、新しい行動や感情を生み出す力を持っている。「ワクワクする」「ドキドキする」楽しい遊び
は、子どもの意外な力を引き出し、集中力や子ども同士の連帯感も引き出す。こんな楽しい遊び
をもっとみんなで経験したい、するともっと楽しくなる。その経験が大切と考える。ちょっとし
た遊びも、「楽しい遊び」「わくわくする遊び」「のりのりになる遊び」に変身することも多くあ
る。それは何よりも保育者が子どもの気持ちを理解し、寄り添う姿勢が必要である。上から「何
かを教える」「何かを引っ張り出す」「しつける」という保育観では、子ども達はワクワクドキド
キしない。給食時、一口でも食べさせたい保育者は「一口だけがんばろ」と押し付け的になりま
すが、そうすると、子どもは頑なに食べません。その時友達が「ご飯食べるとムキムキになる
よ」（18）と隣で踊りだすと、楽しくてつい「ぱくり」と食べる姿もある。保育者がむきにならず柔
軟に構え、子どもを信頼する事が肝要と考える。
　「人間関係」に３歳以上に書かれている「規範意識」には注意が必要である。ともすれば、「○
○することはよい事だよ」「××することはいけない事だよ」と教えがちであり、加えて、それ
をする子は悪い子だというレッテルを張りやすくなる。子どもの気持ちを推し量るとそれなりに
理由もあり、原因もある。やはり、子どもの気持ちを充分くみ取り、何度も何度も繰り返し、何
が良くて何が悪いのかを行動を共にしながら子どもの納得が必要である。その前提として、一人
一人が保育者との信頼関係の上に子ども同士の楽しい遊びの体験が必要である。それがあってこ
そ人を信じ、自分を信じ、良いこと悪いことの理解と実行が生まれるのである。
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アンケートにご協力を頂きました園の園長、担任の保育者に感謝申し上げます。
紙面数の都合上、アンケート用紙掲載は省略いたしました。
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